
【略　年　表】紀元

漢
字
の
書
体
の
変
遷

中
国
で
生
ま
れ
た
文
字
で
あ
る
漢
字
。

そ
の
３
千
年
以
卜
に
及
ぶ
歴
史
の
中
で
、

よ
り
機
能
的
に
、
よ
り
美
し
く
書
く
工
夫
が
な
さ
れ
て
発
展
し
、

篆
書
、
隷
書
、
草
書
、
行
書
、
楷
書
の
五
つ
の
書
体
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
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甲骨文

牛の肩甲骨に刻された甲

骨文。これは鶏雨を占っ

たもので、庚辰の日に、

丁亥の日には雨が降る

か、降らないか、を占っ

ている記録｡／股時代（前

13～11世紀頃）台東区

立盲進博物館蔵
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「
篆
書
」

　
現
存
す
る
最
古
の
漢
字
と
さ
れ
る
の

は
殷
時
代
の
「
甲
骨
文
」
で
、
亀
の
甲

羅
や
動
物
の
骨
な
ど
に
占
い
の
記
録
が

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
続
く
四
周
、
春
秋
戦
国
時
代

の
「
金
文
」
は
、
祭
祀
に
用
い
る
青
銅

器
に
鋳
込
ま
れ
た
銘
文
の
文
字
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
竹
筒
や
絹
布
な
ど
に
書
か

れ
た
肉
筆
文
字
な
ど
、
時
代
や
用
途
に

よ
り
多
様
な
文
字
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
紀
元
前
三
世
紀
、
秦
の
始
皇

帝
が
中
国
全
土
を
統
一
後
、
文
字
の
統

一
を
国
り
、
「
小
篆
」
と
呼
ば
れ
る
正

式
書
体
を
確
立
し
ま
し
た
。
左
右
の
均

整
が
と
れ
た
、
や
や
縦
長
の
字
形
が
特

徴
的
で
す
。
こ
の
小
篆
と
と
も
に
、
戦

国
時
代
の
石
鼓
文
に
見
ら
れ
る
大
篆
を

総
称
し
て
「
篆
書
」
と
呼
び
ま
す
。

　
素
朴
で
や
や
複
雑
な
点
画
、
優
れ
た

造
形
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
篆
書
は
、
今
な

お
実
印
や
雅
印
な
ど
の
書
体
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

金文

小克鼎､下部に３本の足を持つ青銅器の器で、

内側に文字が鋳込まれている。克という人物

が周王の余を受けた任務を果たしたことを記

念して制作したもの。　゛西周時代中期（前

10～9世紀頃）台東区立書道博物館蔵
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「
隷
書
」

　
隷
書
は
、
篆
書
の
点
画
が
簡
略
化
さ

れ
て
生
ま
れ
た
書
体
で
す
。

　
字
形
が
横
長
で
、
横
團
や
右
払
い
な

ど
に
美
し
い
波
傑
（
う
ね
り
を
帯
び
て
、

は
ね
上
げ
る
よ
う
に
抜
い
て
い
く
筆

法
）
を
も
ち
ま
す
。
こ
れ
を
「
八
分
」

と
呼
び
、
後
漢
時
代
に
こ
の
様
式
が
公

用
の
書
体
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
毛
筆
の
特
性
が
生
か
さ
れ
た
、
威
厳

や
安
定
感
の
あ
る
書
体
で
、
現
代
で
は

匯
‥
拾
の
題
字
や
紙
幣
の
文
字
な
ど
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
書
体
の
変
遷
図
〉
函
・
「
天
」
）

篆
書
よ
り
前
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
　
篆
書

白
－
　
甲
骨
文

全
文

灸
‥
－
不
Λ

小
篆

隷
μ

「
草
書
≒
行
書
≒
楷
書
」

　
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
文
字
の
簡
略

化
は
さ
ら
に
進
み
、
隷
書
か
ら
草
書
、

行
書
、
楷
書
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

隷
書
が
公
用
書
体
で
あ
っ
た
漢
時
代
で

も
、
日
常
的
用
途
に
は
隷
書
の
速
書
き

に
よ
る
省
略
体
、
草
書
が
多
く
使
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
形
や
筆
勢
に
工
夫
が
加
え
ら
れ
、

現
在
の
よ
う
な
草
書
が
完
成
し
た
の
は

乗
合
時
代
。
時
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に

変
化
す
る
動
態
の
字
形
で
、
筆
運
び
は

流
動
的
で
あ
り
な
が
ら
、
き
っ
ぱ
り
し

た
鋭
さ
を
併
せ
持
つ
の
が
、
草
書
の
特

徴
で
す
。

　
行
八
も
隷
此
の
点
、
内
を
簡
略
化
し
、

-
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－

面
－
氏
・
天
に

大

楷書

や
や
遠
書
き
し
た
な
か
か
ら
生
ま
れ
た

書
体
で
す
。
楷
書
の
発
生
と
ほ
ぼ
同
じ

時
期
に
、
実
用
的
な
書
体
と
し
て
定
着

し
ま
し
た
。

　
草
書
よ
り
読
み
や
す
く
、
楷
書
よ
り

遠
く
書
く
の
に
適
す
る
行
書
の
特
徴
は
、

リ
ズ
ム
と
抑
揚
の
あ
る
筆
運
び
、
柔
ら

か
さ
の
あ
る
点
画
、
連
続
や
省
略
さ
れ

る
点
画
な
ど
で
す
。

　
楷
書
は
、
五
書
体
の
な
か
で
最
も
遅

れ
て
成
立
し
た
書
体
で
す
。
一
占
ご
画

を
明
瞭
に
書
き
、
一
つ
の
点
画
を
三
析

（
起
筆
、
送
筆
、
収
筆
）
の
筆
づ
か
い

で
書
く
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
三
国
時
代
（
魏
・
呉
・
蜀
）
か
ら
西

晋
時
代
に
は
、
楷
・
行
・
草
の
三
体
が

成
立
し
、
現
代
に
至
り
ま
す
。

古文、小篆、隷書

三体石経歿石｡儒教の経典を石に劃した石経。

同じ文字が、古文〔春秋戦国時代ごろ中国東

部で使用された文字〕、小篆、隷書の三体で

劃まれている。／Ξ国〔魏〕一正始年間（240

～248）台東区立書道博物館蔵
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